
P8De諾ment｡flnc｡herent嵩>h

pierLi£霊-7<

eEdge芸云慧警
村山利幸､金子大行､萩原ナセル､岩坂直人､塚本達郎､岡田博

ToshiyukiMurayama,DaigyoKaneko,NaseruHagiwara,NaotoIwasaka,

TatsuroTsukamoto,andHiroshiOkada

東京商船大学

TokyoUniversityofMercantileMarine

Abs息racをTheedgetechniquefortheincoherentdetectionofwindbyhdarisknownasa

relativelysimplemethod.Wearedevelopingthedopplerlidarbasedonthistechnique.Herewe

reportshortlyoursituationindevelopmentofthedopplerlidarsystemforthedetectionofwind

intheatmosphericboundarylayer.

仁はじめに

風向･風速の地上からのライダーを用いたリモートセンシングは､航空気象などのニー

ズと共に､大気科学からもゾンデに変わる有用な手段として考案されてきた｡エアロゾル

の空間的分布の相関をとる相関法以外の方法として､コヒ-レント方式とインコヒ-レン

ト方式がある｡コヒ-レント方式は､最近では､2匹m帯のアイセーフ｡ドップラーライダー

が市販されるまでに開発が進んできているⅢ｡しかしながら､インコ-ヒレント方式は､

その構成が単純であり安価に製作できる､距離分解能が上げられるなどの利点があり､い

くつかの方法で開発が進められている｡その中でも､エッジ法【2-4】は最も構成が単純であ

る｡エッジ法は､NASAGoddardFlightSpaceCenterのC.L.Korbらのグループが開発を進

めてきており､最近では､インジェクションシードしたNd:YAGの基本波(1.06匹l)と温

度制御したフアブリーペロー干渉計(有効径50mm)を用い大気境界層内での風向･風速

測定の実証例を示している【41｡我々は､特にエアロゾル濃度の高い大気境界層内の風向･

風速を測るための可視光でのエッジ法を利用したドップラーライダーシステムの開発を行

なっているので､その進捗状況について報告する｡

2｡システム構成

我々の用いるインジェクションシーダー付きNdYAGレーザーとPZT掃引型フアブリー

ペリー干渉計のパラメーターをTablelに示す.用いるフアブリーペロー干渉計の有効直径

は25mmと小さいので､視野角の整合を考えると受信望遠鏡の口径は20cm程度が最大と見

積もられる｡エッジフィルターは時間的な安定性が求められるので､温度制御が要求され

る｡これには市販の温調付きサーマルユングロジャーで対応が可能と考えられる｡レーザー

の波長は規格上､ドリフトは50MHz,伽と押さえられている｡第2高調波を用いた時のレー

ザーの線幅は200MHz以下であり､エッジエタロンの半値半幅はそれ以下であることが求

められるFig.1に､このフアプリ-干渉計によるHe-Neレーザーの縦モードの測定例を

示す｡フィネスとして40の億が得られており､エッジフィルターとして十分な分解能を

持たせることは可能と考えられる｡受信望遠鏡から干渉計への受信光の伝送には､光ファ

イバーを想定している【5】｡今後､ライダーシステムとして必要な各要素の検討･評価を

行ない､視線方向のドップラーシフトの検出を目標としたシステムの製作を目指す｡
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Table 1 Specification of injection seeded Nd:YAG laser and Fabry-Perot Interferometer.

亘njec告i0氾seeded N d :Y A G 首aser Fa亘汀y Pe訂0告亙如erferom eter

M odel: Spectra Physics,G C R -150一10 + 6350 M odel: T echnicalO ptics, FPI-25

W avelength 532nm (SH G ) C avity length 0 - 150 m m

Energy 300m J/pulse (forSH G ) C learaperture 25 m m

Linew idth < 0.006cm '1(forSH G ) R efractivity Finesse > 40

(forW O M 07 m irrorset)
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Fig. 1 Typical observed spectrum of the PZT-scanned output from the Fabry Perot interefrometer

with a He-Ne laser. Three longitudinal modes are observed. Finesse is read out as about 40 from

two center peaks.
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